
 

 

 

7月 1日秋田県美郷町で開催された「湧水保全フォーラム全国大

会 inみさと」に本校 3学年がポスター展示発表で参加しました。遊

佐町出身の鈴木康之さんの指導のもと、総合的な学習の時間で 2年

時より取り組んできたイバラトミヨの成長と湧水の関係をまとめたもの

であり、秋篠宮殿下の前で堂々と発表し、殿下の質問にもしっかりと

答えることができました。今回の発表のため、連日遅くまで学校に残

り、展示資料づくりと発表練習に励みました。今回の発表を通して納

得できるまで準備する大切さを学ぶとともに、殿下をはじめ多くの人

の前で練習以上に上手く発表できた達成感も味わうことができまし

た。 

 

 

湧水保全フォーラム全国大会 in みさと 
『体長測定から見えてくること 

~~~八面川のイバラトミヨについての報告~~~ 』 

 

この号の内容  

1 湧水保全フォーラム全国大会参加 

2 「デュアル実践」成果発表会 

3 ３学年：新聞投稿  

4 ２年次：学校見学＆大学ゼミ授業 

5 １年次：遊佐町探究  

６ 新体操部：体操教室出前授業 

遊佐高校 

創立９０周年 

「デュアル実践」成果発表会 

        

遊佐高かわらばん 
 

山形県立遊佐高等学校 
平成 28年 12月号 

 

 毎週水曜日に終日行う事業所実習の「デュアル実践」。これに総合

学科 1 期生の 2 年次生が 4 月から取り組みました。開講式で一人一人

が決意を述べ、目標をもって臨んだ実習も 8 月で終わり、9 月 30 日に

は振り返りとしての「デュアル実践成果発表会」を本校体育館で実施

しました。当日は、山形県初の長期事業所実習に支援と関心を寄せて

いる県教育委員会をはじめ、協力事業主と地元関係者など多くの人に

参加していただきました。実習はもちろんのこと、半年間の取り組み

を総括し、多くの人を前にして発表するというのもこの授業の目標の

ひとつです。実習終了からの短い期間でしたが、成長できた点や今後

の課題などをプレゼンテーションソフトを活用して全員が発表しまし

た。3 年生からの質問にもしっかりと答えることができ、当初の目標

は達成できたと感じることができました。 

発表会の終了後、お世話になった事業主さんに駆

け寄り、直接感謝の言葉を述べる姿も見られまし

た。事業所さんの根気強い親身な指導と、遊佐高に

対する地域の皆さんの温かな見守りが、「デュアル

実践」にとって欠かせない礎であると感じました。

本当にありがとうございました。 

次年度以降も継続する「デュアル実践」をよりよいものにしていくた

めに、ご支援とご協力のほどよろしくお願いいたします。 

1年次生は鳥海ツーデーマーチ 10ｋｍに参加 

質問にも的確に回答。 

全国大会発表のメンバー 

プレゼンソフトを操りわかりやすく発表。 

1，3年生も熱心に報告を聞き、たくさん

の質問を繰り出した。 

練習成果を発揮し、堂々とした発表。 



 

 

遊佐高かわらばん 

  

 

 

３学年の「国語表現」の授業で、「新聞に投書しよう」という取り組みをし

ました。これまで、進路実現に向けた志望動機作成、面接練習などを通し

て「自分自身をみつめる」機会が多かった３学年。その集大成として、「自

分の意見を書き、多くの人に伝えよう」を目標に行いました。「将来の夢」

「社会に対して思うこと」など、テーマを自分で考えるところから始めまし

た。「どの年代の人にもわかるように」伝える文章を作成することは難しい

ですが、皆一生懸命に書きました。書き終わったら、グループで協力し誤

字・脱字チェック、文章の添削・感想発表を行い、山形新聞投書欄に投稿

しました。10月 27日(木曜日)から「若者の声 遊佐高」として続々と掲載

され、多くの人に読んでいただきました。 

３学年 国語表現「投書をしよう」の取り組み        

10 月 3 日、吹浦小学校のマット運動教室に本校の新体操部が

お手伝いで参加しました。当日は、1，2 年生対象、3，4 年生対

象、5，6 年生対象の 3 回に分けて吹浦小学校体育館で実施しま

した。お手伝いをした高校生も得意なことで児童と交流でき、これ

からの練習や進路実現の励みにもなりました。今回は、全校児童と

給食までご一緒させていただき、楽しく過ごさせていただきました。 

7 月 19 日の藤崎小学校 5，6 年生が本校を訪れた体操体験授

業の際にも新体操部が活躍しています。 

4 月のクラスづくりから始まった 1 年次。様々な活動を通して徐

々に遊佐高校生らしくなってきました。9 月にはツーデーマーチ

で 10km コースにチャレンジしました。天気にも恵まれ、遊佐の自

然を満喫しながら歩く中、友達との会話も弾み、楽しく過ごすこと

ができました。途中の高瀬小学校の給水所では、地域の方々の

歓迎に応え(？)ハイテンションになる盛り上がりもありました。 

また、９月２日には月光川河川公園で芋煮会を行いました。火

起こしから始めた芋煮に悪戦苦闘する班もありましたが、協力し

合いながらおいしい芋煮をつくることができました。1 年次には秋

田から通ってくる生徒も多く、山形の“芋煮”食文化を体験し、家

でも作りたいと話す生徒もいました。 

総合学科では 2 年次から地域共生系列と教養系列に分か

れます。2 年次地域共生系列では「デュアル実践」を実施して

いますが、この間に進学希望者の多い教養系列では、大学の

先生の授業を受けたり、大学や専門学校の見学を行いました。

6 月の学校見学では、仙台市内の東北文化学園大学等を訪

問し、担当者から詳しい話を聞くことができました。今回の移動

には、遊佐高支援の会が準備してくれたジャンボタクシーを利

用させていただきました。9 月には、東北公益文科大学の山口

泰史先生からフィールドワークで得られたデータのまとめ方を

ゼミ形式で受講し、大学での学びの一端を体験しました。 

2 年次 学校見学仙台遠征  東北公益文科大学出前授業 

1 年次 遊佐町探究 遊佐高生としての育ち 

新体操部 マット運動教室で地域貢献 

生徒が若者視線で書いた真摯な主張が数多

く山形新聞に掲載されました。 

仙台での学校見学 

東北公益文科大学の出前

授業を受講 

天気にも恵まれ、クラスメイトと楽しく

鳥海ツーデーマーチを満喫。 

みんなで作った芋煮はまた格別。秋田か

ら通学する生徒にとっては初芋煮。 

マット運動の面白さを伝えました。この後

は全校児童と楽しく給食を満喫。 


